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 兵庫県社会福祉士会　会長　岡本　和久

本会は、日本社会福祉士会の兵庫県支部として1993年７月に設立され、今年30周年を迎えました。
会員数55人の設立当初から1800人へと拡大した現在に至るまで、本会の活動にご理解ご協力をいた

だきました、会員の皆様お一人おひとりに心より感謝申し上げます。

本会として、設立30周年を祝し、2021年度より30周年記念事業に取り組んでおり、6月24日にANA
クラウンプラザホテル（神戸市）において、総会に引き続き、設立記念式典・祝賀会を開催いたしま
した。

来賓には、これまで本会と深くかかわりのある行政機関、職能団体として、兵庫県、神戸市、兵庫
県社会福祉協議会、神戸市社会福祉協議会、弁護士会、看護協会、司法書士会、介護福祉士会、精神
保健福祉士会、医療ソーシャルワーカー協会、介護支援専門員協会、行政書士会、相談支援ネットワー
ク、近畿ブロック・各社会福祉士会、学識経験者の方々をお招きいたしました。

また、本会からは理事・監事・相談役、各委員会代表、事務局員、ならびにこれまで本会にご尽力
いただいた元理事、元監事あわせて約80名が出席し、来賓のみなさまに感謝の意をお伝えいたしまし
た。

記念事業の一つとして30周年記念誌を作成しましたので、
会員の皆様全員にお送りいたします。ぜひご一読ください。

本会は30周年の節目を迎え、職能団体の諸活動にさらに
力を尽くします。会員の皆様には、今後とも本会の活動に
ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

兵庫県社会福祉士会・30周年記念事業について

30周年記念誌

一般社団法人
兵庫県社会福祉士会
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※　  各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予めご了承いただきますよう
お願い致します。

■ 自然災害による中止及びその告知について
　　　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http：//www.hacsw.or.jp/　

　　　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
ある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。

個別連絡は致しませんので、予めご了承いただきますようお願いいたします。
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お知
らせ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた

2023年度の活動方針について（8）

 2023年 5月13日
会員各位
 一般社団法人兵庫県社会福祉士会 
 会長　岡本　和久 

　兵庫県社会福祉士会（以下、「本会」という）は、2022年 7月22日に「新型コロナウイルス感染防止策を踏ま
えた2022年度の活動方針について（7）」を発出し、活動方針を示した。
　その後、第7波、第8波の感染拡大と縮小を繰り返す中、政府は、2023年 4月27日に、新型コロナウイルス
の感染症法上の位置づけを2023年 5月 8日以降、2類相当から季節性インフルエンザなどと同じ5類に移行す
ることを正式に決定、これまでの感染対策は大きな転換点を迎えることになった。
　兵庫県における今後の感染対策は、兵庫県が判断する感染小康期（平時）と感染流行期の2段階のフェーズ
に見直しされ、基本的な感染対策は個人や事業者に委ねられることになった。
　これらの状況を踏まえ、本会では感染小康期（平時）における活動方針について、以下のとおりとする。なお、
兵庫県において感染流行期と判断された場合は、感染防止を優先とする対応を改めて示すこととする。
◎基本的な考え方

　本会は毎年多くの研修等を社会福祉士等へ提供している。このような状況下においても、専門職としての
必要な「学び」を止めないことを基本とする。
　今後は、基本的な感染予防策を継続しつつ、兵庫県が判断する感染小康期（平時）と感染流行期の2段階
のフェーズにあわせて、活動を行う。
　基本的な感染予防策とは、マスクの推奨、手指消毒、検温、換気などの対策とする。

（1）本会が開催する研修・会議・イベントについて
　基本的な感染予防策を講じた上で、集合研修や集合形式による会合等を行うことができる。また、オンラ
インの活用については、引き続き、積極的に活用していく。
　なお、本会が主催する会食等は、基本的な感染予防策を講じた上で、行うことができる。

（2）理事会および理事委員長会議について
　集合による会議を原則とする。必要に応じて、オンライン会議にて開催する。

（3）各委員会、地区ブロック等の会議について
　オンライン会議を推奨する。集合形式による会合等を行う場合は、基本的な感染予防策を講じた上で、開
催を可能とする。

（4）受託事業について
　各種の受託事業については、遅滞が生じないよう、受託事業を適正に遂行する。
　研修等はオンライン研修を推奨するが、委託元と十分に協議の上、基本的な感染対策を講じた上で、集合
研修を行うことができる。

（5）事務局勤務体制について
　在宅勤務を原則なしとする。なお、個別の事情がある場合には、事務局長等の判断により、在宅勤務を認
めることができる。

（6）情報提供について
　県民や会員等から福祉現場の状況や相談について、総合相談センター「ここねっと兵庫」及び本会ホーム
ページ、メーリングリスト等から情報提供を募り、必要な支援や広報について理事会において検討を行う。

（7）今後の対応について
　その他、感染状況等を把握し、本活動方針を適宜見直すとともに、必要な対応については、すみやかに理
事会で協議・決定する。
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　春の花が咲き乱れる布引ハーブ園でお花見を行いまし
た。開放的な雰囲気でみなさん和気あいあいと過ごすこ
とができました。花の香りに包まれ、緑に触れ、美味し
いものを食べ…元気をチャージできたような気がしま
す。また、その後の自由参加の布引の滝を巡るハイキン
グにもほとんどの方がそのまま参加され、滝のマイナス
イオンを浴びてリフレッシュできました。個人的には
ずっと気になっていた、おんたき茶屋さんでおでん休憩
ができたことがすごく感慨深かったです。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 4 月 2 日　　　　開催方法　　会場での実施　　　　参加人数　　10名

つどい場LeLien（ル・リアン）お花見ピクニック

神戸ブロック　永田　三輪

　久しぶりにつどい場LeLienを開催し、交流の場としました。

【実施内容】
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☆ファシリテーター募集中です☆
　2023年度基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが開催されております。Zoomを活用したオンライン研修を主に、
県福祉センターでの集合研修も数回行います。毎回約12グループ（各8名程度）に分かれて受講い
ただいており、各グループの研修運営をお手伝い頂けるファシリテーターを毎回募集しておりま
す。基礎研修を修了された会員のみなさま、ぜひファシリテーターへ応募・登録いただき、研修
運営のお手伝いを頂きたくお願い申し上げます。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 4 月 8 日　　　開催方法　　Zoomによるオンライン　　受講者数　　25名
講　　師　　岡本・田脇・マドフォ・近藤（生涯研修センター担当理事およびファシリテーター登録者）

ファシリテーター研修（説明会）

研修委員会　近藤　健太

基礎研修ファシリテーター説明会
　本年度も基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの運営スタッフとして新たに応募頂いた方々へオンライン説明会
を開始しました。（１）ファシリテーションの基礎知識（２）基礎研修におけるファシリテーター
の役割（３）ファシリテーターの流れ（４）ファシリテーターとして気をつけること（５）参加
者同士でグループにわかれて質疑応答（６）まとめと発表、を行いました。昨年度基礎研修Ⅲの
修了生（９期生）のみなさんを中心に、数年前に基礎研修は修了され改めて研修スタッフとして
参加申し込みされた方もおられました。

【研修概要】
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よりよい広報について　意見出し合う
　広報物の制作については得手不得手もあり、得意な人に負担が偏る傾向にあります。そのため、
一人に負担がかからないように複数人で関わり進捗を把握していくことが大切です。役割分担を
するためには組織内での一定のルール化が必要になりますし、そのルールを決める話し合いもこ
の場で行うことができました。質疑も活発になされ、課題解決に向けた様々な意見も出されました。
　また、参加された方からは「魅力ある広報物を作成できるよう持ち帰り、メンバーと共有して
いきます」などの声も寄せられました。今回の連絡会を踏まえ、今後さらにこうのとり通信がみ
なさんの目にとまるように創意工夫を凝らしていきます。ご期待ください！

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 4 月15日　　　開催方法　　Zoomによるオンライン　　参加人数　　24名

委員会・ブロック広報担当者連絡会

広報委員会　胡中　智礼

13委員会 5 ブロックから担当者が参加
　従前までのこうのとり通信では、各担当者が自分なりに研修案内や報告記事を作成するため、
言葉の揺らぎや不明瞭な日本語などがあり、読み手に伝わりづらい記事が散見されました。それ
らを解消し、各委員会・ブロックの広報担当者などが共通認識を持ち、効率的で効果的な広報を
スムーズに行うために初めて連絡会を開催しました。
◆研修案内作成時のコツ
・文字は少なくし、余白を作る
・見えない線を意識する
・動きをつける場合は、散らからないように　など
◆報告記事作成時のコツ
・一文は短く、簡潔にする
　※一文の中に「～が、～が」と続けない
・同じような言葉を繰り返し使わない
・「事実」と「思ったこと」は整理して記載する　など
その他、報告記事の新フォーマットの紹介、研修開催から広報までのスケジュールの確認などを
行いました。

【実施内容】
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　今年度第 1 回目となる「ヤングケアラー交流会」を開催しました。今回は「図書館でチラシを
見て参加しました」という一般の方がおられました。ヤングケアラーでも支援者でもない一般の
方が参加されたことは主催者側としてとても嬉しく、また意義があることだと思います。社会全
体がヤングケアラーについて興味関心を持ち、「自分は何ができるだろうか？」と考えてみること
で、少しずつでも社会が変わっていきます。これからも当事者の息抜きの場や社会と当事者をつ
なぐ場であれるよう、この活動を続けていきたいと思います。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 5 月13日　　　開催方法　　Zoomによるオンライン　　参加人数　　 7 名

ヤングケアラー交流会

相談委員会　大庭　絵里

オンライン「ヤングケアラー交流会」を開催しました
　相談委員会では昨年からオンラインによる「ヤングケアラー交流会」を開催しています。ヤン
グケアラー当事者やその支援者、または一般の方たちがオンラインでつながり、たわいのないお
しゃべりや愚痴など息抜きができる場の提供ができればと考えています。

【実施内容】

　 1 年間の統計から、自宅で生活する65歳以上の人で約 2 割、施設生活の高齢者で 3 割以上が転
倒すると報告されている。身体面のアプローチや環境面へのアプローチから転倒予防の対策が考
えられているものの、講師の理学療法士の視点としては、対象者のADLや、介護状態によって立
てられる対策のすみ分けが必要であると教示頂いた。
　自立の方は屋外で74%の転倒率、支援～介護2の方は、屋内で80%の転倒率、介護3～5の方は
ベッド周辺で51%の転倒率、というふうに細分化して評価することで、それぞれにあったリスク
回避ができることを学んだ。また社会的フレイルを予防することで、認知症進行予防にもつなが
り、社会福祉士としては、このようにミクロ、メゾな視点から社会的なつながりも持たせるために、
マクロに橋渡しできるソーシャルワークが必要であると感じた。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 5 月14日　　　開催方法　　Zoomによるオンライン及び会場　　
受講者数　　29名
講　　師　　理学療法士　小林　憲人　氏

2023年度西はりまブロック総会記念講演　
リハ職から見る社会福祉士

西はりまブロック　石井　健児

　認知症の進行や、要介護状態に起因するリスクは社会的フレイルか、身体的フレイルかを探る
研究発表に基づく講義。さらにその中での社会福祉士への役割について。

【研修概要】
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　ブロック総会後の研修として、幅広い職種の会員が在籍する中で改めてソーシャルワークに焦
点を当てた講話を行った。冒頭で従来の社会福祉の研修が「困難事例」にとらわれすぎ、支援者
の狭い視野・スキル不足で機能不全に陥っていないか？という問いに思い当たる点が多々あった。
福祉の専門家である前に、地域の一員であることを再確認した。地域のニーズを読み解き、それ
を加工してどう組み立てるかという「編集力」がソーシャルワークの過程には不可欠であるとい
うメッセージを講師からいただいた。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 5 月28日　　　　開催方法　　会場での実施　　　　受講者数　　13名
講　　師　　兵庫県立大学環境人間学部　准教授　竹端　寛　氏

但馬ブロック総会・研修会

但馬ブロック　下中　智晃

社会福祉士は何を護り、どう攻めるのか
　「社会福祉士がソーシャルワーカーとして『きちんと働く』とは、どういうことだろう?コミュ
ニティをどう捉えるのか?その中で、ソーシャルワーカーに求められている視点はどういうもの
か」をテーマに対面形式での研修を行った。講師に兵庫県立大学の竹端寛・准教授をお招きし、
福祉領域に限定せずに社会学等の他領域から地域をみることの必要性と、これまでのやり方をど
う変えて、法律に縛られず、我がこととしてオモシロい活動につなげるにはどうしたらよいかなど、
視野が広がる話をしてもらった。

【研修概要】
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神戸ブロック（ブロック理事　中尾　美隆）
ロックインフォメーション　①ブ

【活動報告】

　2023年 6 月11日　オンライン（Zoom）　　第18回総会・記念講演会

　 6 月11日　総会開催後の記念講演会では講師に大阪人間科学大学　社会福祉学科　教授　武田
卓也氏を迎え、「ヤングケアラー　―支援の現状と課題 ―」と題して、ご講演いただきました。

【活動予定】

　 8 月　調整中　　ブロック研修会
　 9 月　調整中　　つどい場LeLien（ル・リアン）

　 8 月のブロック研修及び、9月のつどい場LeLienについては、兵庫県社会福祉士会ホームページ
やFacebook等にてお知らせさせていただきます。

【お知らせ】

　●　Facebook（フェイスブック）しています。検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロック
　●　神戸ブロックのメーリングリストへのメールアドレスは下記の通りです。
　　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com
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阪神ブロック（ブロック理事　中原　克子）
ロックインフォメーション　②ブ

　当ブロックでは 2 か月に 1 回の役員会とともに、学習会や自主ゼミ、ナイトカフェなどを開催
しています。
　また、新たな活動として、ヤングケアラーを支援するため、小中学生のヤングケアラーやその
きょうだいを対象とした「ヤングケアラーの居場所」を開催しています。
　今後も新型コロナによる感染状況をみながら、オンラインを積極的に活用し、会員交流や地域
部会の活動など、ブロック活動を継続していきます。

【活動報告】

〇ヤングケアラーの居場所づくり
　2022年度12月よりヤングケアラーの居場所づくりに取り組んでいます。
　阪神ブロック会員だけでなくSSWや行政などの協力を得て尼崎市にて月 1 回開催しています。
5 月 8 日にZoomにてスタッフミーティングを行い、2023年度は 6 月より開始を決定しました。

〇阪神ブロック総会・兵庫社会福祉セミナー
　2023年 5 月28日兵庫県福祉センターにてハイブリッドにて開催しました。
　基調講演は土屋幸己氏（コミュニティネットハピネス代表理事）に「地域共生社会とソーシャ
ルワーク・困難事例を解きほぐす」というテーマでお話しいただきました。その後、シンポジウ
ムにて新谷久美子氏（静岡県富士宮市福祉総合相談課）、針山大輔氏（芦屋市社会福祉協議会）、
荒家央毅氏（明石市社会福祉協議会）の 3 名をお招きし、「地域共生社会におけるソーシャルワー
カーの役割と期待」というテーマでお話しいただきました。兵庫県内外問わず、たくさんの方が
参加されました。総会はオンラインおよび委任状にて327名、定足成立となりました。各議案につ
いてほぼ満場一致で承認されました。

〇集い場開催
　2023年 6 月 3 日　武庫川廃線を歩こう（川西・猪名川部会担当）

【お知らせ】

〇阪神ブロックのメーリングリスト登録のお願い
　阪神ブロックの方で、当ブロックのメーリングリスト登録をしていないかたは、担当者宛にメー
ルを送信し、アドレス登録をお願いいたします。

阪神ブロック問い合わせ・メーリングリスト申し込み先
kazuhisa_okamoto@offi  ce.city.kobe.lg.jp
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東播ブロック（ブロック理事　武田　拓也）
ロックインフォメーション　③ブ

【活動報告】
　 3 月12日　ウィズあかし学習室703　自主企画研修「集い場リアル」
　 5 月23日 　Zoom　令和5年度東播地区ブロック総会　最終打ち合わせ、当年度の研修や催事の

検討
　 6 月 4 日　ウィズあかし学習室703　第15回東播地区ブロック総会、記念講演
　　　　　　記念講演　
　　　　　　　テーマ「かわのまちほいくえん」やシミンズシーズの取組み
　　　　　　　講師　かわのまちほいくえん園長　柏木輝恵氏

【活動予定】
　 8 月　納涼会
　10月　東播地区ブロックボーリング大会
　12月　精神保健福祉士会との勉強会

西はりまブロック（ブロック長　岸　剛健）
ロックインフォメーション　④ブ

【活動報告】
　 5 月14日　姫路じばさんびる　今後のブロック活動予定について

【活動予定】
　 7 月23日　姫路駅地下広場　西はりまブロック役員等によるまちかど無料相談会

【お知らせ】
　西はりまブロックでは毎月最終金曜日19：00よりプレミアムフライデーと題し、Zoomによる交
流会を開催しております。西はりまブロック以外の方もお気軽にご参加下さい。出入りは自由です。
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但馬ブロック（ブロック理事　下中　智晃）
ロックインフォメーション　⑥ブ

【活動報告】
　 2 月18日　ケアマネ協会との共催研修（講師：山根俊恵氏）
　　　　　　 『8050問題 本人、家族を支えるコミュニケーション』
　 3 月21日　ブロック研修会（講師：川村隆彦氏）
　　　　　　 『支援者が成長するための原則を体感する 』
　 5 月28日　ブロック総会・研修会（講師：竹端寛氏）
　　　　　　 『守りだけでなく、攻め（ソーシャルアクション）を考えよう』

淡路ブロック（ブロック理事　古家　英敬）
ロックインフォメーション　⑦ブ

【活動報告】
　 4 月22日　Zoom　淡路ブロック総会について、Zoom交流会について

【活動予定】
　 6 月 4 日　Zoom　淡路ブロック総会　役員会
　 7 月22日（土）20時～　Zoomでのブロック交流会を開催予定です。
　お時間の許す限り一緒にワイワイと楽しみたいと思います(^▽^)/
　是非ともご参加ください！！

【お知らせ】
　淡路ブロックでは、仲間づくり・交流・淡路ブロックの活動の見える化・様々な情報共有を目
的としてLINEグループを開設しています。また、不定期ではありますが、Zoom交流会も予定し
ています。その都度、インフォメーションさせていただきます。
　皆さんと共にブロックの活動を盛り上げていこうと思いますので、よろしくお願い致します。

丹波ブロック（ブロック理事　内藤　篤志）
ロックインフォメーション　⑤ブ

【活動報告】
　 4 月11日　ブロック役員会
　 5 月20日　オンライン　ブロック総会・ブロック交流会

【活動予定】
　 7 月　ブロック研修会（集合：病院勤務の社会福祉士の実践発表）
　　　　ブロック交流会（BBQ)
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研修委員会
委 員 会 ❶

だ よ り 委員長　綴木くみこ

【活動報告】
4 月 8 日　  Zoom開催　ファシリテーター研

修（基礎研修ファシリテーター説
明会）★研修報告をご覧ください

4 月15日　  Zoom開催　第 1 回研修委員会（前
期こうのとりゼミ打ち合わせ、年
間計画）

5 月20日　  Zoom開催　第 2 回研修委員会（後
期こうのとりゼミテーマ話し合い、
マインドフルネス研修打ち合わせ）

6 月 9 日　  Zoom開催　第 1 回こうのとりゼ
ミ「医療的ケア児への支援と課題
～ソーシャルワークの視点から
～」講師:松原未佳氏

6 月17日　  Zoom開催　第 3 回研修委員会（後
期こうのとりゼミテーマ決定、マ
インドフルネス研修最終打ち合わ
せ）

6 月29日　  Zoom開催　マインドフルネス
フォローアップ講座～マインドフ
ルネスによる援助関係の深まり～
講師:池埜聡氏

【活動予定】
7 月14日（金）　  Zoom開催　第 2 回こうのと

りゼミ「知的障害児者と家族
に対する相談支援～ライフサ
イクルを視野に入れたソー
シャルワーク～」講師：植戸
貴子氏

8 月18日（金）　  Zoom開催　第 3 回こうのと
りゼミ「発達障害者支援セン
ターにおける関係機関との連
携」講師：和田康弘氏

※  研修委員会は、毎月第 3 土曜日の18：30よ
り、Zoomにて開催中です。興味のある方は、
ぜひご参加ください。

【お知らせ】
　ファミリーホーム「なかのこの里」の見学
会については、秋頃を予定しています。すで
に申し込みをされている方には、日程が決ま
り次第、連絡させていただきますので、しば
しお待ちください。また、次回のこうのとり
通信でも、詳細を掲載予定です。
　また、2023年度後期のこうのとりゼミ（2023
年11月、12月、2024年1月の第２金曜日の予定）
は、生活困窮者支援委員会とのコラボ研修を、
企画しています。お楽しみに！

■■　　1313　　■■■■　　1313　　■■



調査研究委員会
委 員 会 ❷

だ よ り 委員長　竹 森 美 穂

【活動報告】
3 月19日　  神戸市青少年会館　2023年度実践

研究発表会・実践報告会について
/研究誌発行再開について

4 月15日　  兵庫県福祉センター　2023年度実
践研究発表会・実践報告会につい
て/研究誌発行再開について

5 月13日　  兵庫県福祉センター　2023年度実
践研究発表会・実践報告会につい
て/研究誌発行再開について

5 月22日　  Zoom　2023年度実践研究発表会・
実践報告会について

※  3 月の委員会では、新たに 2 名の会員を迎
えました。新しい風に後押しされ、ますま
すパワーアップして進めてゆきたいと思い
ます。引き続き、委員会メンバーの募集を
しています。「関心はあるけど、調査研究っ
て敷居が高い…」、もしそう思っておられる
ならば、まずは一度見学にお越しください。
調査や研究の経験がなくても、問題ありま
せん。多様なメンバーで一緒に考えてゆき
たいと思っています。

【今後の予定】
＊都道府県社会福祉士会への聞き取り調査中＊
　現在、当委員会では休刊中の研究誌の再開
について検討をしています。検討の材料とし
て、独自に研究誌を発行している、他都道府
県社会福祉士会の研究誌発行担当委員会へ聞
き取りを進めています。費用、投稿件数、発
行事務負担の実際等を伺い、現在の委員会体
制で研究誌の再開・継続が可能なのかを丁寧
に検討してまいります。
【お知らせ】
＊2023年度　実践研究発表会・実践報告会
日時が決定＊
今年度の実践研究発表会・実践報告会は11月
5 日（日）で、すでに発表申込を開始してい
ます。実践研究・実践報告は皆さんの貴重な
実践を言語化する重要な機会です。皆さんの
重要な実践を、埋もれさせることなく多くの
仲間と共有し、共に考える機会にしたいと思
います。皆さんの発表・参加申込をお待ちし
ています（参加申込は秋号でご案内します）。
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国家試験対策委員会
委 員 会 ❸

だ よ り 委員長　毛 利 庸 靖

【活動報告】
4 月 1 日　  兵庫県福祉センター202号室　定

例委員会
4 月29日　  兵庫県福祉センター103号室　定

例委員会
4 月29日　  兵庫県福祉センター101～103号室　

第35回社会福祉士国家試験合格祝
賀会

※  4 月29日に兵庫県福祉センターにて第35回
社会福祉士国家試験合格祝賀会を開催し、
合格者11名をお祝いしました。今回の合格
者は11名でしたが、昨年より多くの方に参
加していただき、また参集で開催すること
もでき、喜んでいただけたのではないか、
というのが率直な感想です。

【今後の予定】（いずれも日曜日）
8 月27日　  兵庫県福祉センター101号室　

2023年度社会福祉士国家試験受験
対策講座 1 日目

9 月 3 日　  兵庫県福祉センター101～103号室　

2023年度社会福祉士国家試験受験
対策講座 2 日目

9 月24日　  兵庫県福祉センター101～103号室　
2023年度社会福祉士国家試験受験
対策講座 3 日目

10月 8 日　  兵庫県福祉センター101～103号室　
2023年度社会福祉士国家試験受験
対策講座 4 日目

10月22日　  兵庫県福祉センター101～103号室　
2023年度社会福祉士国家試験受験
対策講座 5 日目

※  国家試験対策委員会では、 8 月27日から10
月22日にかけて 5 日間社会福祉士国家試験
受験対策講座を開催いたします。今年も集
合とオンラインを併用したハイブリッド講
義なので多くの方に満足していただける内
容になっております。家族や知り合い、職
場仲間で受験を予定されている方がいれば
ぜひ紹介していただけると有難いです。宜
しくお願いいたします。
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【活動報告】
4 月15日　  兵庫県福祉センター・Zoom開催　

広報担当者連絡会
4 月28日　  Zoom開催　今年度の委員会体制、

事業予定、広報担当者連絡会開催
報告

6 月14日　Zoom開催　広報誌の内容検討

広報委員会
委 員 会 ❹

だ よ り 委員長　中 山 貴 之

【活動報告】
3 月12日　  福祉センター　ヤングケアラー交

流会について
4 月 8 日　福祉センター　福祉なんでも相談
5 月13日　  オンライン　定例委員会・福祉

なんでも相談・ヤングケアラー
交流会

【今後の予定】（いずれも土曜日）
6 月10日　福祉センター　福祉なんでも相談
7 月 8 日　  福祉センター　福祉なんでも相談・

定例委員会・何でも話そう座談会
8 月12日　  福祉センター　福祉なんでも相談・

ヤングケアラー交流会
9 月 9 日　  福祉センター　福祉なんでも相談・

定例委員会・何でも話そう座談会
10月14日　福祉センター　福祉なんでも相談

相談委員会
委 員 会 ❺

だ よ り 委員長　大 庭 絵 里
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ソーシャルワーク研究委員会
委 員 会 ❻

だ よ り 委員長　真 利 敦 子

【活動報告】
3 月12日　  オンライン　委員会（17名参加）
   学習会テーマ「対人援助者として

の学び　理論と実践をつなぐ」
4 月 8 日　  オンライン　コアメンバー会議

（ 8 名参加）
5 月14日　  オンライン　コアメンバー会議

（ 7 名参加）
5 月14日　  オンライン　委員会（14名参加）
   学習会テーマ「ウエルビーイング

とスピリチュアルケア」
7 月 9 日　オンライン　コアメンバー会議
7 月 9 日　  オンライン　委員会　学習会テー

マ「アセスメントの大切さを教え
てくれたKさん」

【今後の予定】（いずれも日曜日）
9 月10日　  オンライン　オープン学習会（詳

細は本誌30ページ参照）
   テーマ「認知症の人を地域で支え

るために～認知症地域推進委員の
活動を通して考える～」

11月12日　  オンライン　委員会　学習会テー
マ「未定」

1 月14日　  オンライン　委員会　学習会テー
マ「未定」

3 月10日　  オンライン　委員会　 1 年間の振
り返り茶話会（予定）

詳細はP26のTeam Gをご参照ください。

高齢者・障害者虐待対応委員会
委 員 会 ❼

だ よ り 委員長　田 島 啓 子
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ぱあとなあ兵庫
委 員 会 ❽

だ よ り 委員長　米 田 直 人

【活動報告】
2 月25日　  福祉センター　
 3 月運営委員会　出席者31名
3 月25日　  福祉センター　
 3 月運営委員会　出席者30名
4 月22日　  福祉センター　
 4 月運営委員会　出席者33名
5 月15日　  Zoom会議　家裁本庁連絡会　委

員長・副委員長　出席
6 月 7 日　  福祉センター、Zoom　
 ぱあとなあ全体会

【家裁などからの候補者推薦、応募状況】
2 月　  依頼件数　26件　
 応募者数39名、候補者数19名
3 月　  依頼件数　26件　
 応募者数38名、候補者数27名
4 月　  依頼件数　15件　
 応募者数 9 名、候補者数19名
【今後の予定】
7 月24日（月）　Zoom開催　家裁本庁連絡会
8 月 5 日（土）　  Zoom開催　成年後見人材育

成研修 1 日目
9 月13日（水）　  Zoom開催　成年後見人材育

成研修 2 日目
10月 8 日（日）　  Zoom開催　成年後見人材育

成研修 3 日目
11月 5 日（日）　  福祉センター　成年後見人材

育成研修 4 日目
　2023年度より、全体による運営委員会の開
催は、3 月、6 月、9 月、12月（原則Zoom会議）
とし、エリア別の会議を毎月実施するよう変
更いたします。また、運営委員会内に成年後

見人材育成研修部会、研修部会、広報部会、
IT化部会、任意後見検討部会、未成年後見部
会の 6 つの部会を設置し、会員支援体制を充
実します。
【お知らせ】
【新運営体制について】※任期満了につき、下
記のとおり運営体制が変更となりましたので
お知らせします。
委員長　米田直人（伊丹）　副委員長　榎本昌
起（神戸）、西川圭一郎（尼崎）、森保純子（明
石・加古川）
神戸エリア
　  ◎山本勝之、植田京子、乾なち子、宇根晴美、

井上恭子、橋本美幸、鈴木孝子、小泉啓子
尼崎エリア
　  ◎篠原肇、伊藤彰、國本康夫、原田定道、

魚井久美子、松崎華子、中村美香
伊丹エリア
　  ◎菊井隆嗣、向井洋江、木高壽子、赤木明希、

古川美紀、荻野篤
明石・加古川エリア
　  ◎高木裕佳、樹下和幸、山里護、宇都宮ゆか、

岡村恵子、下田修司、藪本大輔
姫路・龍野エリア
　  ◎宮崎正行、魚住剛、高橋理恵、小林かおる、

川島卓也
社エリア　　◎藤原八穂、冨田久代
洲本エリア　◎吉田麻希
柏原エリア　  ◎矢野幼子、三木健史、大槻真

也
豊岡・浜坂エリア　◎鎌尾千晶
 （計44名）　　◎はエリア長
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【活動報告】
4 月 9 日　オンライン　今年度事業について
5 月 1 日　オンライン　研修打ち合わせ
5 月10日　オンライン　研修打ち合わせ
6 月15日　オンライン　初任者研修
7 月 9 日　オンライン　定例委員会

【今後の予定】
7 月19日（水）　  オンライン　 県受託研修「共

通研修」

地域包括支援センター支援委員会
委 員 会 ❾

だ よ り 委員長　山 内 賢 治

【活動報告】
1 月 7 日　福祉センター　
   児童家庭支援センター（キャン

ディ）との連絡交流会及び定例委
員会

3 月 4 日　定例委員会
5 月15日　定例委員会

こども家庭支援委員会
委 員 会 10

だ よ り 委員長　原 田 定 道

実習教育支援委員会
委 員 会 11

だ よ り 委員長　岸 　 剛 健

【活動報告】
3 月 1 日　  福祉センター　第19回社会福祉士

養成校連絡会
3 月25日　  オンライン　近畿ブロック実習担

当者会議
4 月23日、 5 月 7 日　実習指導者フォロー
アップ研修（日本社会福祉士会主催）
　当委員会より 2 名参加　実習プログラミン
グ論に関して。

【今後の予定】
　 6 月中旬頃までに委員会開催予定。
　 7 月22日（土）13:30近畿実習会議　大阪に
て。
　11月11日（土）、12日（日）、12月10日（日）
の日程で実習指導者講習会開催予定。定員100
名。
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【活動報告】
4 月14日　オンライン　実践報告会について
6 月27日　オンライン　定例委員会

【今後の予定】
8 月 5 日（土）　  オンライン　実践報告会（独

立型名簿登録要件対象研修）

独立型社会福祉士支援委員会
委 員 会 12

だ よ り 委員長　樹 下 和 幸

【活動報告】
1月22日　  東部在宅支援センター　定例委員会
2 月 5 日　福祉センター　定例委員会
5月14日　  東部在宅支援センター　定例委員会

2 月 5 日　研修「発達障がい者の就労支援に
ついて」ハイブリッド形式にて開催。参加者：
31名

障がい福祉委員会
委 員 会 13

だ よ り 委員長　大塚真由美

【活動報告】
3 月 8 日　  兵庫県弁護士会　入口支援に関す

る学習会
3 月14日　  兵庫県弁護士会　出口支援に関す

る学習会

3 月17日　　　　　　　　　定例委員会
5 月15日　兵庫県弁護士会　弁護士会PT会
5 月19日　　　　　　　　　定例委員会
6 月21日　兵庫県弁護士会　弁護士会PT会

更生支援委員会
委 員 会 14

だ よ り 委員長　佐 藤 寛 士
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地域移行支援委員会
委 員 会 15

だ よ り 委員長　清 原 幸 代

　当委員会は、地域移行支援をテーマに、退
院支援員への支援会議や学習会を開催してい
ます。
　2020年度より退院支援の課題とともに、神
出病院における虐待事案について弁護士会、
精神保健福祉士協会等 7 団体において学習や
意見交換等を進めるとともに、精神科医療等
の現場で職員による虐待が起こっている背景
や問題を考えています。
　委員会は奇数月の第 4 木曜日の19時から開
催しています。地域移行支援の経験がある方

やご関心がある方は、ぜひ、ご参加・ご見学
をお待ちしています。（委員会への見学は事務
局までご連絡ください）

（定例委員会）
　奇数月の第 4 木曜日（19時～20時30分）
　 7 月27日、9 月28日、11月30日（第 5 木曜日）

※  新型コロナの感染状況等により、集合形式
またはオンライン式となります。

生活困窮者支援委員会
委 員 会 16

だ よ り 委員長　谷 口 智 昭

【活動報告】
4 月 2 日　福祉センター　今年度事業について

5 月20日　武庫川　武庫川相談会
6 月 4 日　福祉センター　定例委員会
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

中山　貴之

毛利　庸靖

竹森　美穂

綴木くみこ

米田　直人

山内　賢治

西野佳名子

谷口　智昭

清原　幸代

佐藤　寛士

大塚真由美

樹下　和幸

岸　　剛健

原田　定道

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。

災害支援委員会
委 員 会 17

だ よ り 委員長　西野佳名子

【今後の予定】
配信中　  オンデマンド配信　兵庫県　令和5年

度「誰一人取り残さない」防災研修
　兵庫県からの委託を受け、『兵庫県「誰一人
取り残さない」防災研修』を 6 月 1 日よりオ
ンデマンド配信しています。（申し込み期間：
～令和 6 年 2 月29日）
　災害リスクが迫っても自力での避難が難し
い、高齢者や障がい者といった「避難行動要
支援者」と呼ばれる人が地域では数多く暮ら
しています。いざという時に備えて、避難ルー

トや支援者を定めておく「個別避難計画」の
作成が、いま求められています。災害リスク
を正しく理解し、地域がひとつになって避難
するための基礎知識を身につけましょう。目
指すは「誰一人取り残さない防災」です。
　無料ですので、ぜひご視聴ください（受講
には会の研修管理システム「manaable（マナ
ブル）」への登録と研修申し込みが必要です）。
　詳細は、会のホームページ「研修情報」を
ご確認ください。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）
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。
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これからも初心を忘れず
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